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裏面もご覧ください

新年度にあたり、常日頃の皆様からのご協力に対し、改めて厚く感謝
を申し上げます。本年度も、センター港南をご利用の方々が健康で安心
した生活を送れますように、また地域の皆様に愛される施設となること
を目標に、職員一同努力を重ねていく所存です。特に、長期入所におけ
る生活の質の向上と、潤沢な短期入所サービスの提供には、骨身を惜し
まず取り組んで参ります。引き続き、温かいご理解とご支援を戴けます
よう心よりお願い申し上げます。

センター長 根津敦夫

新 年 度 挨 拶

2025年度を迎え、当施設に新たに15名の仲間が加わりました。
「利用者の笑顔を第一に」という理念のもと、職員一同、より一層ご利用者お一人おひとり
の人生に彩りを添える医療と福祉の提供に努めてまいります。
新採用者の一部ご紹介いたします。

実習での経験から利用者
さんとより深く関わっていきたいと
思い、希望しました。

１east
看護師 福本

利用者さんとじっくり
向き合い、個別性のある看護をしたいと思い
希望しました。

就職したきっかけ

仕事をするうえで大切にしていること

利用者さんとスタッフの個性を尊重しながら、
チームワークを大切にしていきたいです。

就職したきっかけ

仕事をするうえで大切にしていること

大学OBでいらっしゃる
当施設の職員の方からお話しを伺い、その魅
力に惹かれたことがきっかけとなりました。

３east
生活支援員 山田

就職したきっかけ

仕事をするうえで大切にしていること

日々の会話や細かい連携を取ることを大切に
して利用者さんのよりよい生活を支えていき
たいです。

リハビリテーション課
理学療法士 松本

発達障害や重症心身障害
のある方とのコミュニケーションに関心があ
り、利用者さんと関わる中で経験を積みたい
と思いました。

リハビリテーション課
言語聴覚士 南保

就職したきっかけ

仕事をするうえで大切にしていること

利用者の方々が日々の生活の中で役立つこと
を一緒に考えていくこと、また相談しやすい
雰囲気づくりを心掛けていきたいです。

新 採 用 者 紹 介

支援をしてあげるのではなく、「共に支えあ
う」関係を大切にしています。

tel:045-830-5757


長年にわたり、当施設の植栽剪定にご尽力いただいて

おります稲葉様へ、感謝状を贈呈いたしました。お陰様

で、当施設の植栽は常に美しい状態が保たれ、季節の

花々がご利用者様と職員の日常に安らぎをもたらしてく

れます。

改めて、稲葉様のご尽力に深く感謝申し上げますとと

もに、心より敬意を表します。今後とも、変わらぬご支

援を賜りますようお願い申し上げます。

～ ボランティア募集 ～

医療的ケアが必要な障がいのある方の生活をサポートしませんか？

当施設は、医療的なケアを必要とする障がいのある方々が、地域の中で安心して

自分らしく生活を送るための福祉施設です。

当センターは地域の皆様にお越しいただき、親しまれる

施設を目指しています。そのため、地域の皆様に、ホール・

大会議室を有料で開放しています。

いつもご理解ご協力ありがとうございます。今年度も年4回、季節の行事や地域交流など、皆様と
施設を結ぶ様々な情報をお届けします。どうぞお楽しみに！
私事で恐縮ですが、この度、新しく家族を迎えるにあたり、4月24日から5月21日まで育児休業

（育パパ）をいただきます。職場の皆様、同僚の温かいご理解に心より感謝申し上げます。復帰後は、
より一層、利用者皆様のサポートに努めてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

生活支援主任 城田

編 集 後 記

ボランティア感謝状贈呈

ホール・大会議室 貸館のご案内

大会議室

ホール

利用可能日、料金等の詳細は、管理課

までお気軽にお問合せください。

医療・福祉関係者のご利用は無料

となります。地域を問わずご相談

ください。

※

日常生活における様々なサポートを通じて、利用者の方々の笑顔と

安心を支えてくださるボランティアの方を募集しています。あなたの

温かいご支援が、利用者の方々の豊かな生活を力強く後押しします。

詳細はホームページをご覧いただき、お気軽にお問合せください！
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